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5.　信頼性試験
次に、今回試作したエアギャップコネクタの信頼性試験
を実施した。全ての試験において、挿入損失変動0.3 dB以
下を規格に設定して試験を行った。
5－1　着脱試験
着脱時にコネクタやフェルールから生じる異物の影響や
フィルムの耐性を評価するために、連続着脱試験を行った。
試験前後での端面状態の観察と着脱50回ごとの全心の挿
入損失測定を行った。また、端面清掃は従来の接触式の清
掃ツールよりも容易に清掃可能な、エアブローによる簡易
的な清掃ツールを用いた。この方式は多連化も容易な方式
である。着脱5回ごとに端面清掃を行った。試験結果を図7
に示す。

合計1,000回の着脱を行ったが、挿入損失変動は0.08 dB
以下と非常に良好であった。また、端面のフィルムにも外
観上傷などの変化は見られなかった。
5－2　Service life test
多心光コネクタの環境試験の規格として広く知られてい
る、Telcordia GR-1435-CORE issue2を基にした信頼性試
験を実施した。実施した試験リストを表1に示す。このリス

トはTelcordia GR-1435-CORE issue2のUncontrolled 
conditionを基に作成し、各試験を連続して実施した。
この試験で使用したサンプル数は15組、360心である。
試験実施前とすべての試験が終了した後に挿入損失を測定
しその変化量を確認した。また、試験中はサンプル1組当
たり3心分、合計45心分の挿入損失変動をモニタした。
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図７　着脱試験結果

表１　Service life test　試験リスト
項目 条件
Thermal Aging 85℃, 168 hr
Humidity Aging 95%RH at 75℃, 168 hr
Thermal Cycle -40 to 75℃, 168 hr (21 cycles)
Humidity Cycle -10 to 65℃ 95%RH, 168 hr (14 cycles)
Vibration 10 to 55 Hz, 2 hr / Axis for 3 axis
Flex 2.2 N, ±90°, 100 times
Twist 2.2 N, ±360°, 10 times
Transmission Under The Load 2.2 N, 0°
Impact 1.5 m, 8 cycles
Durability 50 cycles
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(a) 高温放置試験(Thermal Aging)

(c) 温度サイクル試験(Thermal Cycling)

(d) 湿度サイクル試験(Humidity Cycling)

(b) 高温高湿試験(Humidity Aging)

図8　Service life test　環境試験結果
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前半は環境試験であり、各試験の挿入損失の変動を図8
に示す。高温放置試験（Thermal Aging）では、試験前
後での挿入損失変動を測定し、最大変動は0.09 dBであっ
た。高温高湿試験（Humidity Aging）では、試験前後と
試験中の6時間おきに挿入損失変動を測定し、最大変動は
0.22 dBであった。温度サイクル試験（Thermal Cycling）
では、試験前後と温度が高温（75℃）、常温（23℃）、低
温（-40℃）それぞれで安定した状態での挿入損失変動を
測定し、最大変動は0.19 dBであった。湿度サイクル試験
（Humidity Cycling）では、試験前後と温度が高温（60℃）、
常温（23℃）、低温（-10℃）それぞれで安定した状態での
挿入損失変動を測定し、最大変動は0.20 dBであった。こ
れらの環境試験での挿入損失変動は0.3 dB以下であり、規
格を満足したことを確認した。
後半の機械試験の結果を表2にまとめる。振動試験、引
張試験、衝撃試験、着脱試験それぞれの試験前後での挿入
損失の変動を測定し、最大変動は0.14 dBであった。これ
らの機械試験での挿入損失変動は0.3 dB以下であり、規格
を満足したことを確認した。

最後に、全てのチャンネルの挿入損失を測定した。試験
前後での挿入損失変動の分布を図9に示す。挿入損失変動
は0.3 dB以下であり、規格を満足したことを確認した。

6.　結　　言
嵌合時のコネクタ間に微小なエアギャップを設けられた
多心光コネクタの開発を行った。従来の多心光コネクタは
PC接続を行う必要があるため、ファイバ心数に応じた強い
嵌合力が必要になるが、今回開発したコネクタはそのよう
な強い嵌合力は不要である。また、エアギャップを設ける
ために、フェルールと同じ材料のフィルムを使用すること
で良好な信頼性を得ることができ、フィルムの厚みを適切
に設定することで反射防止膜を施さなくとも光学干渉の抑
制と低挿入損失を実現することができた。

用 語 集 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
※1	 MPOコネクタ
Multi-fiber Push-onコネクタの略称で、PC接続を用いた
多心光ファイバコネクタ。

※2	 IEC
電気工学、電子工学の分野に特化した国際的な標準化団
体。International Electrotechnical Commissionの略称。

※3	 フレネル反射
異なる媒質の境界面で生じる反射のこと。反射率は媒質の
屈折率によって決まる。反射防止膜を用いることで反射率
を低減することができる。

・�FlexAirConnecTは、住友電気工業㈱の登録商標です。
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表2　Service life test　機械試験結果
項目 最大損失変動
Vibration 0.02 dB
Flex 0.02 dB
Twist 0.02 dB
Transmission Under the Load 0.05 dB
Impact 0.14 dB
Durability 0.01 dB
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図９　Service life test　試験前後挿入損失変動分布
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